イラク情勢クロノロジー
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1999年12月17日
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2004年1月19日

2月7日
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　　　　2月28日～29日

　　　　3月8日

　　　　3月末～

　　　　4月
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　　　　6月8日
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　　　　6月19日～

　　　　6月28日

　　　　6月28日

　　　　7月12日

　　　　8月～

　　　　8月12日

　　　　8月13日
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　　　　10月～
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10月31日
11月7日

11月8日

11月23日

12月9日

12月15日

2005年1月30日
	イラク軍クウェート侵攻、クウェート侵略非難決議（決議660）

対イラク武力行使容認決議（決議678）

多国籍軍による武力行使（空爆）開始（地上戦は2月24日～28日）

対イラク停戦決議（決議687）

オイル・フォー・フード計画開始

米英軍の対イラク攻撃

安保理はUNMOVIC（国連監視検証査察委員会）の設置等を定める決議1284を採択

米国同時多発テロ発生

安保理決議1441が全会一致で採択。

米軍等による対イラク武力行使開始

バグダッドが事実上陥落

ブッシュ大統領の主要戦闘終結宣言

連合暫定施政当局（CPA）が発足

統治評議会発足

イラク人道復興支援特別措置法が成立

統治評議会の設立を歓迎し、国連イラク支援ミッション（UNAMI）の設立を決定する安保理決議1500が全会一致で採択

国連バグダッド事務所への爆弾テロ事件

イラクにおける政治プロセス及び国連の役割明確化、多国籍軍の設置等を内容とする安保理決議1511採択

イラク支援国会合（於：マドリード）

イラクにおける外務省職員殺害事件

サッダーム・フセイン元大統領が拘束される

陸上自衛隊の先遣隊がサマーワに到着

国連は、選挙に関する国連調査団（団長：ブラヒミ国連事務総長特別顧問）を派遣。同調査団は、国民議会選挙の実施時期・方法について、ＣＰＡ、

イラク人指導者、各選挙区代表等と協議・検討を実施

アナン国連事務総長は、選挙に関する国連調査団選挙の実施が可能となるのは2004年末またはその直後の見込みである等の内容を含む国連調査団の報告書を発表

第1回イラク復興信託基金ドナー委員会会合及び拡大会合開催（於：アラブ首長国連邦、アブダビ）

「移行期間のためのイラク国家施政法」（以下、「基本法」）署名

駐留米軍は、ファッルージャにおける掃討作戦強化

在イラク邦人人質・拘束事件

第2回イラク復興信託基金ドナー委員会会合及び拡大会合開催（於：カタール、ドーハ）

在イラク邦人襲撃事件

イラク独立選挙管理委員会（IECI）発足

ブラヒミ国連事務総長特別顧問がイラク暫定政府の人選を発表（ヤーウェル大統領他副大統領2名、アッラーウィー首相他閣僚33名）

国連安保理は決議1546を全会一致で採択

・基本法で定める政治プロセスの是認

・多国籍軍の任務、駐留期限の明確化

・政治プロセス支援及び人道復興支援等における国連事務総長特別代表及び国連イラク支援ミッション（UNAMI）の主導的役割の確認

イラク人道復興支援特措法に基づき活動する自衛隊がイラクの主権の回復後、イラク多国籍軍の中で活動することについて閣議決定

駐留米軍は、断続的にファッルージャを空爆

連合暫定施政当局（CPA）からイラク暫定政府に統治権限を移譲

イラク人道復興支援特措法に基づき活動する自衛隊がイラク多国籍軍の中で活動を開始

アナン国連事務総長は、カジ駐米パキスタン大使（当時）を国連事務総長イラク特別代表に任命。

ナジャフにおけるサドル派民兵「マハディ軍」とイラク治安部隊・駐留多国籍軍の戦闘再開（同月26日、シーア派大アヤトッラー・シスターニの仲介で停戦合意が成立）

UNAMIのマンデートを12ヶ月延長する安保理決議1557採択

カジ国連事務総長イラク特別代表がバグダッド入り

国民会議開催。イラク18県の代表、政党・宗教指導者、NGO関係者等1300人が参加。カジ国連事務総長特別代表が出席。暫定国民評議会委員1000人を選出し、閉幕

イラク治安部隊・駐留米軍はサーマッラーで掃討作戦を実施

第3回イラク復興信託基金ドナー委員会会合及び拡大会合開催（於：東京）

在イラク邦人人質・殺害事件

国民議会選挙等のための立候補者登録、政党登録、立候補者登録開始

イラク暫定政府は北部のクルド地区を除くイラク全土に対し非常事態宣言を発令

イラク治安部隊・駐留米軍は、ファッルージャの反政府武装勢力に対する掃討作戦を開始

イラクに関するG8及び近隣国等会合開催　（於：エジプト、シャルム・エル・シェイク）

イラク人道復興支援特別措置法に基づく対応措置に関する基本計画を変更し、自衛隊派遣期間を2005年12月14日まで延長することを閣議決定

選挙運動開始

国民議会選挙、クルド自治区議会選挙、県評議会選挙実施


